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被　害　名 被害面積 被害程度

岩 手 40.8 3,370.7 1,376.6 833.4

異常高温と干ばつにより草勢が低下。枯れこみと病害（輪紋病・炭疽病）発生で被害が拡大。日焼け果の発生も
例年より多い。高温により着色の進みも早く、過熟による取り遅れも発生。一部地域では、盆前後の降雨により
裂果・腐敗果など果実の傷みが発生しており、オオタバコガによる食害も多い。これらの要因により、大幅減収
が見込まれる。

輪紋病・炭疽病他
過熟果・果実の傷み

ほぼ全圃場

山 形 8.1 6,000.0 486.0 404.7
8/1より出荷が開始され、収穫ピークは例年通り8/15から。9/6で終了。
７月下旬からの高温気象のため、全体的に日焼け果が多い。全体的に病害果は少なかったが、一部圃場では炭疽
病の発生が見受けられた。

日焼け果・炭疽病 若干

福 島 6.2 4,600.0 286.6 286.5
概ね良好。出荷終盤。 高温障害（葉枯れ・日焼

け果・軟果）、疫病
80ａ 13%

茨 城 166.7 7,441.8 12,408.5 11,877.2
生育は比較的順調だったが、一部圃場で猛暑による樹バテ、日焼け果・軟果実が多発。
9割がた出荷終了。

栃 木 14.5 5,110.3 741.0 741

７月以降の高温・干ばつ気味により着色前進及び収穫開始後の樹勢低下から細菌病やダニの発生が見られ、葉が
枯れあがり日焼け果の発生が見られた。
お盆前後の雨で裂果被害あり、機械/手収穫ともにロスがあった。収穫終了まで樹勢を保てずに例年より１週間
ほど早い終了となった。

輪紋病・斑点病・ダニ
400ａ 27%

群 馬 8.0 4,816.4 382.9 382.90

一部の生産者は８月末で出荷終了。高温少雨・適宜の防除により疫病・病害虫の被害少なく、出荷順調。高温に
よる日焼け果は例年より多かった。

山 梨 0.9 6,000.0 56.0 31.0
8月盆中の降雨により、出荷量は順調。出荷も後半いなり、成り疲れが見られる。病害虫については、タバコガ
と疫病が一部圃場で見受けられるが、影響が限定的。 タバコガ・疫病 20ａ 20%

長 野 104.6 5,704.7 5,967.1 4,841.7
８月も高温の影響が強く、日焼け果が多発。輪をかけて干ばつにより、玉肥大せず重量がのらない状況である。
お盆過ぎには時折降雨があったものの、ゲリラ豪雨であり、難しい栽培状況となった。出荷のピークは超え、９
月中旬で概ね目途がついてくる見通し。

日焼け果・尻腐れ ～10%

新 潟 5.0 3,968.3 200.0 172.0
高温の影響で樹勢が低下。日焼け等による収穫のロスあり。9/4の収穫を以って終了。

愛 知 4.2 3,493.1 146.0 146.0
出荷終了。猛暑による樹バテ、日焼け果、軟果実多発。 疫病・黄化葉巻・

日焼け・軟果

北海道 70.6 6,138.8 4,334.0 603.0
高温の影響で生育が早まっており、例年より10日前後収穫が早まった。また、高温の影響から過熟傾向。
一部圃場では定植直後の干ばつの影響も出ている。 炭疽病

青　森 16.6 3,283.1 545.0 351.0

一部圃場では前年に比べて生育が順調であったが、その他圃場では異常な高温と干ばつの影響で草勢低下し、輪
紋病、炭疽病が発生。高温の影響で日焼け果の発生が平年より多く、着色が前進し橙熟果から過熟果に至る日数
が7日程度早く、採り遅れによる軟果果実を収穫する傾向にある。

炭疽病 13ha

宮　城 9.0 3,200.0 288.0 244.0

異常な高温と干ばつの影響で草勢低下し、輪紋病・炭疽病が発生した。冠水被害により、樹勢が低下した圃場が
10%。初期～中期生育は良好であったため着果数は多い傾向。
高温の影響で、日焼け果の発生が平年より多く、着色が前進し橙熟果から過熟果に至る日数が7日程度早く、採
り遅れによる軟果果実を収穫する傾向にある。

炭疽病・日焼け ほぼ全圃場

岐　阜 1.4 500.0 7.0 6.9
多雨による湿害・欠株・日焼け果多発。９月上旬より収穫予定の圃場もあるが一部生育不良。

湿害・日焼け果 20%

滋　賀 8.0 1,862.5 149.0 149.0
出荷終了。

広　島 18.0 538.9 97.0 97.0
3エリアで栽培し、その一角のエリアでは排水性が悪いため初期生育確保できず、大きく減収。

生育不良（降雨影響） 9ha

長　崎 8.0 4,187.5 335.0 335.0
出荷終了。
お盆期間の降雨で残果が割れてしまい減収。

3.9 3,897.2 152.0 130.2
猛暑による日焼け果多発。炭疽病・青枯れ病により収量減。

494.6 5,652.5 27,957.7 21,632.1
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